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行
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し

か
も
、
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。
で
始
ま

る
「
方
丈
記
」
は
、
鴨
長
明
（
か
も
の

な
が
あ
き
ら
）
が
書
い
た
も
の
で
す
が
、

ま
さ
に
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

平
清
盛
の
時
代
で
、
日
本
が
武
家
社
会

へ
と
大
き
く
変
わ
る
一
方
、
天
変
地
異

が
次
々
と
起
こ
る
不
安
な
時
代
で
し
た
。

　
平
安
時
代
の
末
期
、
わ
ず
か
十
年
足

ら
ず
の
間
に
、
都
の
半
分
を
焼
き
尽
く

す
大
火
災
、
す
さ
ま
じ
い
竜
巻
、
数
万

人
の
餓
死
者
を
だ
し
た
大
飢
饉
、
そ
し

て
Ｍ
９
に
近
い
大
地
震
が
立
て
続
け
に

起
こ
り
ま
し
た
。
方
丈
記
に
は
、
そ
の

有
様
が
、
実
に
生
々
し
く
、
克
明
に
描

か
れ
て
い
て
、
長
明
が
優
れ
た
リ
ポ
ー

タ
ー
で
あ
っ
た
一
面
が
窺
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
長
明
が
え
ら
か
っ
た
の
は
、

そ
こ
か
ら
独
自
の
（
無
常
観
）
と
い
う

概
念
を
み
ち
び
き
だ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
初
の
文
に
続
い
て
、

　
淀
み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
は
、
か
つ

消
え
、
か
つ
結
び
て
、
久
し
く
留
ま
り

た
る
た
め
し
な
し
。
人
と
、
住
み
か
と
、

ま
た
か
く
の
如
し
。
　
と
あ
り
、

す
べ
て
の
も
の
は
変
化
し
て
い
き
、
止

ま
る
こ
と
は
な
い
、
人
の
欲
望
も
見
栄

も
結
局
意
味
は
な
い
、
と
言
う
の
で
す
。

い
ま
の
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し

た
（
無
常
）
を
見
つ
め
、
考
え
る
必
要

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
　（
浦
部
記
）
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税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

素
案
に
つ
い
て
」

東
日
本
大
震
災
関
連
の
お
知
ら
せ
５

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
の
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、「
震
災
特
例
法
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
23
年
12
月
14
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
法
人
税
関
係
〕

１.　

被
災
代
替
資
産
等
の
特
別
償
却
制

度
の
改
正

① 

被
災
資
産
の
範
囲
に
つ
い
て
、
東
日

本
大
震
災
に
起
因
し
て
事
業
の
用
に

供
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
も

の
が
対
象
資
産
で
あ
る
こ
と
が
明
確

化
さ
れ
ま
し
た
。

②
震
災
特
例
法
で
措
置
さ
れ
た
被
災

代
替
資
産
等
の
特
別
償
却
の
特
例
に

つ
い
て
、
特
別
償
却
の
適
用
対
象
と

な
る
被
災
代
替
資
産
に
二
輪
車
等
の

車
両
及
び
運
搬
具
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
こ
の
改
正
は
平
成
23
年
12
月
14

日
以
後
に
取
得
等
を
す
る
車
両
及
び
運
搬

具
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
、
同
日
前
に
取
得

等
を
し
た
車
両
及
び
運
搬
具
に
つ
い
て
は

改
正
前
の
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

２.　

災
害
に
よ
る
繰
越
損
失
金
の
範
囲

の
改
正

　

災
害
損
失
欠
損
金
額
と
な
る
災
害
に
よ

り
生
じ
た
損
失
の
額
の
範
囲
に
つ
い
て
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
の

場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
に
は
、
災
害
の
や
ん
だ
日
の
翌
日
か

ら
３
年
（
改
正
前
は
１
年
）
を
経
過
し
た

日
の
前
日
ま
で
に
支
出
す
る
費
用
に
係
る

損
失
の
額
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。

〔
自
動
車
重
量
税
関
係
〕

　

被
災
自
動
車
に
係
る
自
動
車
重
量
税
の

特
例
還
付
や
被
災
自
動
車
の
買
換
え
に
係

る
自
動
車
重
量
税
の
免
税
措
置
の
適
用
対

象
の
範
囲
に
、
二
輪
車
等
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

〔
印
紙
税
関
係
〕

　

被
災
者
が
作
成
す
る
「
不
動
産
の
譲
渡

に
関
す
る
契
約
書
」
等
に
係
る
印
紙
税
の

非
課
税
措
置
の
拡
充
や
、
一
定
の
金
融
機

関
が
行
う
特
別
貸
付
け
に
係
る
「
消
費
貸

借
に
関
す
る
契
約
書
」
に
係
る
印
紙
税
の

非
課
税
措
置
の
創
設
な
ど
、
新
た
に
税
制

上
の
措
置
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

※　

詳
し
く
は
福
島
税
務
署
に
お
尋
ね
い

た
だ
く
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
の
変
更
登
録
を
忘
れ
ず
に
！

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

自
動
車
の
所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場
合
は
、

使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
る
県
税
で
す
。

　

自
動
車
を
他
人
に
譲
っ
た
り
廃
車
す
る

な
ど
に
よ
り
実
際
に
自
分
が
持
っ
て
い
な

く
て
も
、
３
月
末
日
ま
で
に
管
轄
の
運
輸

支
局
な
ど
で
所
有
権
の
移
転
や
抹
消
の
手

続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
と
、
引
き
続
き

元
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
転
居
し
た
と
き
に
住
民
票
を
異

動
さ
せ
て
も
、
車
検
証
上
の
住
所
は
一
緒

に
は
異
動
し
ま
せ
ん
。
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
は
、
車
検
証
上
の
所
有
者
又
は
使

用
者
の
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
運

輸
支
局
な
ど
で
の
住
所
の
変
更
登
録
も
忘

れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
自
動
車
税
の
定
期
課
税

　

平
成
23
年
度
は
、
災
害
の
影
響
に
よ
り

課
税
時
期
を
延
期
し
ま
し
た
が
、
平
成
24

年
度
は
５
月
31
日
（
木
）
を
納
期
限
と
し

て
課
税
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

（
県
庁
税
務
課　

電
話
０
２
４

－

５
２
１

－

７
０
７
０
）
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悪
夢
の
大

震
災
、
三
月

十
一
日
も
早

や
一
年
で
す
。

　

そ
の
十
一

日
と
わ
ず

か
一
日
違
い

な
の
で
す

が
、
今
か
ら

六
十
八
年

前
の
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
三
月
十
日
、
当

時
の
平
市
が
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
戦
略
爆
撃

機
Ｂ
29
の
空
襲
を
う
け
て
二
千
三
百
戸
が

焼
失
、
全
市
が
壊
滅
し
た
こ
と
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
十
日
と
十
一
日
、
一
日
の

差
は
あ
る
も
の
の
、
な
に
か
因
縁
め
い
た

も
の
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
日
、
米
軍
は
サ
イ
パ
ン
に
基
地
を

も
つ
航
空
部
隊
の
総
力
を
あ
げ
て
昼
、
夜

間
を
問
わ
ず
日
本
各
地
を
襲
い
ま
し
た
。

　

と
く
に
惨
烈
だ
っ
た
の
は
Ｂ
29
・

１
５
０
機
に
よ
る
東
京
都
へ
の
空
襲

で
、
都
の
四
分
の
一
に
あ
た
る
都
心
部

二
十
五
万
戸
が
焼
夷
弾
攻
撃
に
よ
っ
て
炎

上
、
そ
の
猛
火
に
包
ま
れ
て
七
万
人
の
都

民
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
罹
災
者
百
万
人

と
い
わ
れ
一
部
の
中
・
高
校
の
教
科
書
に

は
、
東
京
大
空
襲
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
ご
記
憶
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
市
は
ど
う
か
と
当
時
の
新
聞

を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
あ
り
ま
し
た
。
翌
々

日
の
紙
面
に
東
部
軍
発
表
と
い
う
一
段
八

行
の
小
さ
な
記
事
が
の
っ
て
い
て
、
そ
れ
に

よ
る
と
当
方
に
若
干
の
損
害
は
あ
っ
た
も

の
の
、
敵
機
は
我
軍
の
反
撃
に
よ
っ
て
東
方

海
上
に
逃
走
し
た
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
当
時
は
軍
の
統
制
が
厳
し
く

当
方
に
不
利
な
情
報
は
一
切
知
ら
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、そ
れ
に
し
て
も
酷
い
発
表
で
、

犠
牲
と
な
っ
た
当
時
の
市
民
の
方
に
心
か

ら
お
く
や
み
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
日
を
手
始
め
に
本
県
各
都
市
へ
の

空
襲
が
始
ま
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
被
害
の

ひ
ど
か
っ
た
の
は
、
い
ま
だ
に
語
り
継
が
れ

て
い
る
郡
山
へ
の
爆
撃
で
、
四
月
十
二
日
に

始
ま
る
三
回
の
爆
撃
に
よ
っ
て
西
部
地
区
の

工
場
が
全
滅
し
た
他
二
千
戸
の
民
家
が
焼

け
、二
百
五
十
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
わ
き
市
の
災
害
の
因
縁
話
か
ら
県
内

へ
の
空
襲
被
害
に
話
が
広
が
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
の
伝
手
に
県
内
で
空
襲

を
う
け
た
町
村
を
調
べ
て
見
ま
し
た
。
大

日
本
防
空
協
会
本
県
支
部
の
資
料
で
す

が
、
二
市
の
ほ
か
福
島
、
須
賀
川
、
原
町
、

小
名
浜
、
富
岡
、
船
引
、
小

野
、
本
宮
、
滝
根
、
大
越
、

川
内
の
十
三
市
町
村
が
襲
わ

れ
、
六
百
六
十
三
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

平
成
24
年
1
月
6
日
に
、
政
府
・
与
党
は

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
素
案
を
正
式
決

定
し
ま
し
た
。
こ
の
素
案
は
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
社
会
保
障
の
機
能
の
強
化
と
安

定
的
な
財
源
の
確
保
財
政
の
健
全
化
を
同
時

に
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
素
案
に
お
け
る
税
制
改
革
に
つ
い
て

で
す
が
、
平
成
27
年
ま
で
に
次
の
よ
う
な
税

率
の
引
き
上
げ
、
相
続
税
の
基
礎
控
除
の
見

直
し
等
、
私
た
ち
に
大
き
く
影
響
す
る
項
目

が
目
白
押
し
で
す
。

１.

消
費
税

（1）
消
費
税
率
の
引
上
げ

消
費
税
の
税
率
を

①
平
成
26
年
4
月
1
日
よ
り
8
％

②
平
成
27
年
10
月
1
日
よ
り
10
％

（2）
課
税
の
適
正
化

①
資
本
金
1
、
０
０
０
万
円
未
満
の
新
設
法

人
の
設
立
当
初
2
年
間
免
税
点
制
度

　

課
税
売
上
高
5
億
円
超
の
事
業
者
が
直

接
・
間
接
支
配
法
人
設
立
を
し
た
場
合
不
適

用
と
し
、
当
初
か
ら
課
税
事
業
者
と
す
る
。

②
簡
易
課
税
の
み
な
し
仕
入
率
の
改
定

２.

所
得
税

　

所
得
税
は
現
在
の
40
％
の
最
高
税
率
が

45
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　

現
在
課
税
対
象
と
な
る
所
得
額
に
応
じ

て
、
5
％
、
10
％
、
20
％
、
23
％
、
33
％
、

40
％
の
6
段
階
だ
が
40
％
か
か
る
「
課
税
所

得
1
、
８
０
０
万
円
超
」
の
上
に
税
率
45
％

の
「
5
、
０
０
０
万
円
超
」
の
区
分
が
新
た

に
で
き
、
7
段
階
と
な
る
。

３.

相
続
税

（1）
相
続
税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し

【
現
行
】

　

5
、
０
０
０
万
円+

１
、０
０
０
万
円

×
法
定
相
続
人
数

【
改
定
】

　

3
、
０
０
０
万
円+

６
０
０
万
円
×

法
定
相
続
人
数

（2）
相
続
税
の
税
率
構
造
の
見
直
し

再
分
配
機
能
の
回
復
を
図
る
観
点
か
ら
、

最
高
税
率
を
55
％
に
引
き
上
げ
る
等
の
見

直
し
を
行
う
。

（3）
死
亡
保
険
金
に
係
る
相
続
税
の
非
課
税

【
現
行
】
５
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人

【
改
定
】
５
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
（
次

の
者
に
限
る
）

①
未
成
年
者

②
障
害
者

③
相
続
開
始
前
に
被
相
続
人
と
生
計
を
一

に
し
て
い
た
者
に
限
る

な
ど
の
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
に
改
正
が
行
わ
れ
る
か
注
目

し
た
い
も
の
で
す
。

　

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　

斎
藤　

敏
昭

税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

素
案
に
つ
い
て
」

▲爆撃を受ける日東紡富久山工場
　（「福島民報」昭和20年4月13日より）
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仁
井
田
に
あ
る
東
北
サ
ー
モ
を
訪
ね
た
。

工
場
が
三
棟
並
ん
で
い
る
が
何
を
作
っ
て
い

る
か
と
ん
と
見
当
が
つ
か
な
い
。

「
工
場
の
中
を
案
内
し
て
も
、
何
を
つ
く
っ
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
よ
」

と
小
口
社
長
は
笑
う
。

「
そ
も
そ
も
、
サ
ー
モ
と
い
う
の
が
理
解
出
来

な
い
ん
で
す
よ
」

「
熱
加
工
と
い
う
意
味
が
あ
る
ん
で
す
が
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
う
合
成
樹
脂
は
ご
存
じ
で

す
よ
ね
。
そ
の
中
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ポ
リ
袋
と
一
般
に
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
ポ
リ
袋
を
専
門
に
製
造
し

て
い
る
の
が
当
社
な
ん
で
す
」

「
そ
れ
だ
け
で
す
か
。
単
純
で
す
ね
」

と
失
礼
な
こ
と
を
聞
い
て
み
る
。

「
単
純
な
よ
う
で
す
が
、
物
凄
く
複
雑
な
ん
で

す
。
ま
ず
大
き
さ
が
様
々
で
す
。
中
に
入
る

物
も
複
雑
で
す
。
機
械
類
、
食
品
類
、
日
用

品
、ゴ
ミ
に
至
る
ま
で
用
途
に
よ
っ
て
、材
質
、

厚
さ
だ
け
で
な
く
様
々
な
性
能
が
要
求
さ
れ

ま
す
。
製
造
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
日
の
天

気
、
湿
度
、
温
度
に
よ
っ
て
微
妙
な
調
整
が

必
要
な
ん
で
す
。
こ
ん
な
顔
を
し
て
い
ま
す

が
、
物
凄
く
神
経
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
」

と
い
う
。
な
る
ほ
ど
、
聞
い
て
み
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
も
ん
だ
、
と
反
省
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
と
技
術
を
持
っ
て
き
て
最
初
に
ポ
リ
袋
を

製
造
し
た
の
が
、
宮
坂
勝
吉
氏
と
い
う
人
物
。

　

そ
の
後
、
サ
ー
モ
福
島
営
業
所
が
出
来
、

宮
坂
氏
と
の
ご
縁
で
「
東
北
サ
ー
モ
」
を
創

業
し
た
の
が
父
で
あ
る
小
口
保
氏
。
初
代
社

長
で
あ
る
。

　

小
口
直
孝
氏
は
昭
和
三
十
七
年
、福
島
市
矢

剣
町
に
生
ま
れ
、
県
立
福
島
高
校
を
卒
業
、
福

島
大
学
経
済
学
部
に
入
っ
た
。試
験
は
森
合
に

あ
っ
た
古
い
校
舎
の
経
済
学
部
で
受
け
、合
格

す
る
と
、
金
谷
川
の
新
校
舎
で
勉
強
し
た
。

　

卒
業
す
る
と
親
会
社
で
あ
る
サ
ー
モ
株
式

会
社
に
入
社
。
最
初
は
栃
木
に
あ
る
サ
ー
モ
工

場
で
二
年
間
修
行
し
た
。
ポ
リ
袋
の
製
造
工
程

か
ら
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
知
識
と
技

術
を
一
通
り
体
験
し
た
。
昭
和
六
十
二
年
父
、

保
氏
か
ら
連
絡
が
あ
り
、福
島
に
戻
っ
て
来
い
、

と
言
わ
れ
た
。二
十
五
歳
の
と
き
福
島
に
帰
り
、

平
成
十
六
年
二
代
目
社
長
に
就
任
し
た
。

　

こ
の
社
長
、
ポ
リ
袋
を
作
っ
て
い
る
だ
け

か
と
思
っ
た
ら
、
じ
つ
に
多
彩
な
趣
味
と
活

動
を
し
て
い
た
。
中
学
、
高
校
時
代
は
ブ
ラ
ス

東北サーモ株式会社

小口 直孝氏
（福島市仁井田字狐林２－１）

（024）546-1012

代表取締役社長

絵
・
文　

や
や
ま
ひ
ろ
し

バ
ン
ド
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
オ
ー
ボ
エ
を
吹

き
、
大
学
時
代
は
ボ
ー
ト
部
で
国
体
に
も
出

場
、
四
十
歳
位
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
も
し
て
い
た
。

　

商
工
会
議
所
の
青
年
部
で
は
置
賜
町
の
屋

台
村
の
立
ち
上
げ
に
参
加
し
た
。
現
在
、
商
店

街
連
合
会
の
青
年
部
に
所
属
し
今
年
十
月
福

島
で
開
催
さ
れ
る
「
第
三
回
全
国
ぎ
ょ
う
ざ

サ
ミ
ッ
ト
」を
成
功
さ
せ
よ
う
と
奮
闘
中
で
あ

る
。
青
年
部
で
「
ギ
ョ
ー
ザ
の
神
様
」
と
い
う

Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
も
完
成
し
、直
孝
氏
は
歌
手
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
バ
ッ
ク
に
は
波
恵
ダ
ン

ス
の
若
い
女
性
た
ち
が
踊
り
、歌
を
盛
り
上
げ

る
と
い
う
。「
目
標
に
向
か
い
前
向
き
に
面
白

い
話
を
し
な
が
ら
酒
を
飲
む
の
が
一
番
の
楽

し
み
で
す
ね
。」
作
業
服
を
着
た
社
長
か
ら
は
、

想
像
で
き
な
い
面
白
い
話
を
聞
き
、十
月
の
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
帰
っ
て
き
た
。

【
　
月
の
こ
よ
み
】

受
験

『
あ
い
つ
、
サ
ク
ラ
咲
い
た
の
か
散
っ
た
の
か
』

3

講師の佐々木則夫氏

新
春
公
開
講
演
会
開
催

　

当
会
の
新
春
公
開
講
演
会
は
２
月
２

日
（
木
）
午
後
３
時
よ
り
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
エ
ル
テ
ィ
に
お
い
て
、
女
子
サ
ッ
カ
ー

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
佐
々
木
則
夫
氏

を
迎
え
「
目
標
達
成
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
〜
」
を
テ
ー
マ
に
６
０
０
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
た
。

　

佐
々
木
氏
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
「
メ

ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
い
」
と
い
う

思
い
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
裏
話
、
ま

た
常
日
頃
か
ら
選
手
間
で
問
い
か
け
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
さ
せ
る
等
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
熱

く
語
ら
れ
た
。

　

講
演
会
は
時
折
笑
い
が
で
る
な
ど
終

始
和
や
か
で
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に

も
気
軽
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
。


